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1.　これ までの家 政学研 究の抽象化 され た単純な概念

が生 命の再生産であり，従 ってまたその対 象とするとこ

ろが，生 命の再生 産現象であるという前提にたって， 生

命の再生産 のメカニズムを解明 する。

2.　これま での歴史 とその現時 点におけ る歴史 の発達

段階において，本質 として の生命 の再生 産は その現象形

態 として具体化す る場合，家族 とい う集団を形成す るこ

とに よってそ の目的 を実現ナる。 前回 の報 告におい て，

本質 の概念 が現象 として展 開され る必然的な過程 の中で

いかに理論的に構成 されるかを示し たが，生命 の再生 産

が一つの家 族集団を単位 として実現されているそのメ カ

ニズムを把握する ために，理論的に構成 され た概念を論

理的 に展開する。 こ うした方法 に よ る 論理の展開過程

を， さらに大河内･ 龍山氏 の労働力再生 産論，山崎氏 の

生活力論にみられる問題点を指摘対比しながら結論に導

く。

3.　 人間が日々自己の生命を再生産し ，世代をこえ た

他 人の生命の再生産を行 うための方法は，現段階では家

族集団 を構 成することであった。 そのためには家族構成

員 の生命力 の具体的な表現である生活時間の総和が前提

され，総和 され た生活時間を全構成員の再生産の ために

必要な要素の ために どう配分 されるかが考慮 されねばな

らない。労働力は，まさに必要 とされる貨幣量を獲得す

るために，生命力 のどれだけを労働力 として うらねばな

らないかとい う範賜において理解される。


